
成果が出るトップページ構成テンプレート

はじめに

このテンプレートは、WordPressサイトのトップページを「成果」に繋げるための構成要素

と、その配置・設計の考え方をまとめたものです。デザインの美しさだけでなく、訪問者の行

動を促し、コンバージョン（CV）を最大化することに重点を置いています。中小企業や個人事

業主の皆様が、ご自身のWordPressサイトで実践できるよう、各セクションの目的と具体的な

要素を解説します。

このテンプレートを参考に、貴社のビジネスに最適なトップページを構築してください。

1. ファーストビュー（FV）

目的

訪問者がサイトにアクセスした際、スクロールせずに最初に目にする領域です。ここで訪問者

の興味を惹きつけ、「このサイトは自分にとって価値がある」と感じさせ、さらにサイト内を閲

覧してもらうための動機付けを行います。

構成要素とポイント

要素名 目的 具体例・記述例 ポイント

メインビジュアル

サイトの雰囲気や主要

サービスを視覚的に伝

える

高品質な写真、サービ

ス利用イメージの動

画、イラストなど

ターゲット層に響くビ

ジュアルを選定。動き

のあるコンテンツは目

を引くが、読み込み速

度に注意。

キャッチコピー
サイトの核となるメッ

セージを簡潔に伝える

「〇〇で、あなたの

△△を解決します」

「たった1ヶ月で□□

を実現する唯一の方

法」

3秒で「誰のため」「何

を提供」「どんな価値」

が伝わるかを意識。具

体的なベネフィットを

提示。

補足説明

キャッチコピーの意図

を補足し、共感を深め

る

キャッチコピーを具体

化した短い文章。ター

ゲットの課題や悩みに

寄り添う言葉。

長文にならないよう簡

潔に。ターゲットの共

感を呼ぶ言葉を選ぶ。

メインCTA
訪問者に最初のアクシ

ョンを促す

「無料相談はこちら」

「資料をダウンロー

ド」「今すぐ始める」

最も重要な行動を促す

ボタン。色や配置で目

立たせる。



よくある失敗と改善策

• 情報過多: FVに多くの情報を詰め込みすぎると、訪問者は混乱し離脱します。最も伝えたい

メッセージに絞り込みましょう。

• 抽象的な表現: 「最高のサービス」のような抽象的な言葉は響きません。具体的なベネフィ

ットや解決策を提示しましょう。

2. 信頼性担保要素

目的

ファーストビューで興味を持った訪問者が次に抱く「このサイトは信頼できるのか？」という

疑問を解消し、安心感を提供します。信頼感はコンバージョンに直結するため、非常に重要な

セクションです。

構成要素とポイント

配置の考え方

要素名 目的 具体例・記述例 ポイント

実績・導入事例
客観的な証拠で信頼性

を高める

「導入社数〇〇社突

破」「顧客満足度98%」

「〇〇業界でNo.1」

顧客の課題→サービス

導入→成果のストーリ

ー

具体的な数字や、顧客

の顔が見える事例が効

果的。ロゴや写真も活

用。

お客様の声・口コミ
第三者からの評価で安

心感を与える

顧客のコメント、星評

価、SNSでの言及

顔写真、企業名（許可

があれば）を添えると

信憑性が増す。

メディア掲載・受賞歴
権威性や専門性をアピ

ールする

掲載メディアのロゴ、

受賞トロフィーの写真

知名度の高いメディア

や権威ある賞は信頼度

が高い。

会社概要・代表メッセ

ージ

企業の実体と理念を伝

える

会社名、所在地、代表

者名、事業内容、代表

の顔写真とメッセージ

簡潔にまとめ、誠実さ

を伝える。



ファーストビューの直下に配置することを強く推奨します。訪問者の「興味」の次に「信頼」

を求める心理に即座に応えることで、スムーズなサイト回遊とコンバージョンへの移行を促し

ます。

3. サービス・コンテンツ導線

目的

多様なニーズを持つ訪問者を、それぞれの目的に合ったサービスページやコンテンツページへ

と迷うことなく誘導します。サイト内でのユーザー体験を向上させ、離脱を防ぎます。

構成要素とポイント

よくある失敗と改善策

• 導線が曖昧: どこをクリックすれば良いか分からない、情報が多すぎて迷うといった状況は

避けるべきです。ボタンやリンクの文言を具体的にし、視覚的な誘導を強化しましょう。

• 情報が分散: 関連情報がサイト内のあちこちに散らばっていると、ユーザーはストレスを感

じます。関連情報は集約するか、適切な内部リンクで繋ぎましょう。

4. 強いCTA（Call To Action）

要素名 目的 具体例・記述例 ポイント

サービス・商品カテゴ

リ一覧

訪問者のニーズに合わ

せた入り口を用意する

「法人向けサービス」

「個人向けサービス」

「初心者プラン」「上

級者プラン」

各カテゴリの簡単な説

明とリンク

「誰向けのサービス

か」を明確に分けるこ

とで、ユーザーは自分

に合った情報にたどり

着きやすい。

主要コンテンツへのリ

ンク

サイトの主要な情報源

へ誘導する

「ブログ」「お知らせ」

「よくある質問」「導

入の流れ」などへのバ

ナーやカード

訪問者が次に知りたい

であろう情報を予測

し、分かりやすく提

示。

解決できる課題の提示
訪問者の課題に寄り添

い、解決策を提示する

「こんなお悩みありま

せんか？」→課題リス

ト→解決策（サービ

ス）へのリンク

訪問者自身の課題を認

識させ、共感を呼ぶ。



目的

訪問者に具体的な行動（問い合わせ、資料請求、購入など）を促し、コンバージョンへと導く

ための最終的な「後押し」を行います。単なるボタンではなく、戦略的に設計されたCTAが成果

を生み出します。

構成要素とポイント

配置の基本

トップページ全体を通して、ユーザーの心理状態や情報収集の段階に合わせて複数箇所に設置

することが基本です。

• ファーストビュー: サイトに興味を持った直後の行動を促す。

• 各セクションの終わり: 各情報ブロックを読み終え、行動を検討している訪問者向け。

• ページ下部（フッター手前）: ページ全体を読み終え、行動を決断した訪問者向け。

ただし、過剰な設置は逆効果になることもあるため、ユーザー体験を損なわないバランスを意

識しましょう。

まとめ：テンプレート活用のヒント

このテンプレートはあくまで「型」です。貴社のビジネス、ターゲット顧客、提供するサービ

スに合わせて、柔軟にカスタマイズしてください。

• ターゲット顧客の徹底理解: 誰に何を伝えたいのかを明確にし、言葉やビジュアルを選びま

しょう。

要素名 目的 具体例・記述例 ポイント

主要CTA

最も重要なコンバージ

ョンポイントへ誘導す

る

「無料相談を申し込

む」「資料をダウンロ

ードする」「今すぐ購

入する」

明確性、低ハードル、

具体性の3条件を満た

す。視覚的に目立たせ

る。

サブCTA
主要CTAのハードルが

高い場合の代替案

「メルマガ登録」「無

料トライアル」「SNS

をフォロー」

ユーザーの心理的負担

が少ない行動を促し、

関係性を構築する。

緊急性・限定性の提示
行動を促すための追加

要素

「本日限定！」「残り

〇名様」「今だけ特別

価格」

ユーザーの「今すぐ行

動したい」という気持

ちを刺激する。乱用は

避ける。



• シンプルさを追求: 情報は詰め込みすぎず、本当に必要なものだけに絞り込みましょう。

• ABテストの実施: 複数のパターンを試して、最も成果の出る構成を見つけましょう。

このテンプレートが、貴社のWordPressサイトの成果向上の一助となれば幸いです。

[テンプレート提供元]

Manus AI


